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市
の
家
計
簿

令 和 元 年 度

決 算
市税市税市税

49億6,03949億6,039万円万円

（16.3％）（16.3％）

119億   174119億   174万円万円

（39.2％）（39.2％）

31億7,62031億7,620万円万円

（10.5％）（10.5％）

20億1,50720億1,507万円万円

（6.6％）（6.6％）

23億7,96323億7,963万円万円

（7.8％）（7.8％） 2億6,7252億6,725万円万円（0.9％）（0.9％）

49億6,039万円

（16.3％）

地方交付税地方交付税

市債 〔借入金〕〔借入金〕

地方交付税
119億   174万円

（39.2％）

市債 〔借入金〕

31億7,620万円

（10.5％）

県支出金県支出金県支出金
20億1,507万円

（6.6％）
国庫国庫
支出金支出金
国庫
支出金

23億7,963万円

（7.8％）

分担金及び負担金分担金及び負担金分担金及び負担金
2億6,725万円（0.9％）

諸収入　　　　  6億1,751諸収入　　　　  6億1,751万円万円（2.0％）（2.0％）
財産収入　　  　     9,179財産収入　　  　     9,179万円万円（0.3％）（0.3％）
繰越金　　　　13億5,922繰越金　　　　13億5,922万円万円（4.5％）（4.5％）
繰入金　　　　16億5,969繰入金　　　　16億5,969万円万円（5.5％）（5.5％）
使用料及び手数料使用料及び手数料　  4億7,366　  4億7,366万円万円（1.6％）（1.6％）
寄附金　　　　  1億2,478寄附金　　　　  1億2,478万円万円（0.4％）（0.4％）

諸収入　　　　  6億1,751万円（2.0％）
財産収入　　  　     9,179万円（0.3％）
繰越金　　　　13億5,922万円（4.5％）
繰入金　　　　16億5,969万円（5.5％）
使用料及び手数料　  4億7,366万円（1.6％）
寄附金　　　　  1億2,478万円（0.4％）

地方譲与税等
13億5,146万円（4.4％）

（31.5％）

自主財源
（68.5％）

依存財源

歳入総額歳入総額歳入総額

303億7,839303億7,839万円万円303億7,839万円

　
令
和
元
年
度
の
郡
上
市
一
般
会
計
の
決

算
額
は
、
歳
入
（
市
に
入
っ
た
お
金
）
が

３
０
３
億
７
８
３
９
万
円
、
歳
出
（
市
が

使
っ
た
お
金
）
が
２
９
１
億
２
７
１
６
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
・
歳
出
額
を
市
民
一
人
あ
た
り
に

換
算
（
令
和
２
年
４
月
１
日
人
口
＝
４
万

８
８
２
人
）
す
る
と
、
入
っ
た
お
金
は
　７４

万
３
０
７
５
円
、
使
っ
た
お
金
は
　
万
２

７１

４
６
９
円
と
な
り
ま
す
。

▼
市
に
入
っ
た
お
金
  

　
歳
入
で
１
番
多
い
の
は
、
地
方
交
付
税

で
、
１
１
９
億
１
７
４
万
円
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。
地
方
交
付
税
は
、
市
税
な
ど
で

賄
い
き
れ
な
い
市
の
財
源
を
補
う
た
め
に

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
合
併
　
年
１１

目
（
平
成
　
年
度
）
か
ら
普
通
交
付
税
の

２６

合
併
に
係
わ
る
特
例
措
置
が
段
階
的
縮
減

期
間
に
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
　
年
３０

度
で
そ
の
特
例
が
終
了
と
な
り
、
令
和
元

年
度
か
ら
加
算
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
主
に
建
設
事
業
の
資
金
と
し
て
国
や
金

融
機
関
等
か
ら
借
り
入
れ
た
市
債
は
、
　
３１

億
７
６
２
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い

た
だ
い
て
い
る
市
民
税
や
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、
市
た
ば
こ
税
な
ど
の
市
税

の
内
訳
は
  

 の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
自
主
財
源
の
根
幹
と
な
る
市
税
収
入
は

　
億
６
０
３
９
万
円
、
市
民
一
人
あ
た
り

４９に
換
算
す
る
と
　
万
１
３
３
４
円
を
納
め

１２

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
市
が
使
っ
た
お
金
  

　
次
に
、
お
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。
令
和
元
年
度
決
算
の
歳
出
の
中

で
、
１
番
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
の

が
、
民
生
費
で
　
億
７
１
３
６
万
円
で
、

５９

み
な
さ
ん
の
生
活
の
手
助
け
を
す
る
福

祉
、
医
療
費
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

２
番
目
は
公
債
費
で
　
億
５
３
２
４
万
円

４０

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
の
借
入
金
の
返
済
で
す
。
３
番

目
が
総
務
費
の
　
億
８
３
３
１
万
円
で
、

３９

全
体
的
な
事
務
や
財
産
管
理
な
ど
に
使
わ

れ
ま
し
た
。

図
１

表
１

図
２

歳入と歳出の差引額は

　　　　１２億５,１２３万円（繰越金）
(内  訳)　
毅令和元年度内に完了できずに、令和２年度に
繰り越された事業の財源＝２億６,０６１万円

毅予算以上の歳入があった場合や、節約により
予算額以下の費用で執行した場合などの純
粋な余剰金＝９億９,０６２万円（令和２年度予算
の財源となります）

滑平成１８年度から平成
１９年度にかけては、
国の三位一体改革に
よる税源移譲のた
め、市税が増えまし
た。また、平成２４年度
は、一時的に事業外
収益による納税額が
増えた会社があった
ため、法人市民税が
大幅に増加しました。

滑市の厳しい財政状況
から、今後も計画的
に借り入れを行う取り
組みを継続します。
※臨時財政対策債と
は、地方交付税として
交付するべき国の財
源が不足した場合に、
その不足分を地方自
治体が直接借り入れ
を行うもので、その元
利償還金は後年度の
普通交付税の算定に
全額算入されます。

19億9,281万円市　民　税

25億3,938万円固定資産税

1億4,671万円軽自動車税

2億5,083万円市たばこ税

3,066万円入　湯　税

49億6,039万円計

市税の内訳

図１ 歳入：市に入ったお金（一般会計）

３０３億７,８３８万７,２８０円

表１
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80

100

億円

年
度

H１５ H１６ H１7 H１8 H１9 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H29 H30 R1H28

89.0億円

19.6億円

13.7億円

10.6億円
9.5億円

8.6億円
8.1億円 12.5億円

15.0 億円
11.1 億円 11.0 億円

10.7 億円

64.3億円
61.8億円

46.3億円
38.4億円

33.4億円

38.7億円 42.3億円

34.0 億円 33.1 億円
31.8 億円28.4 億円

9.4 億円 8.7 億円

28.9 億円
28.8 億円

23.5 億円

45.3 億円

7.9 億円 7.5 億円 6.2 億円
7.8 億円

31.5億円

市債の合計

うち臨時財政
対策債の額

市税の推移

　
令
和
元
年
度
の
市
の
各
会
計
決
算
が
、
令
和
２
年
第
４
回
市
議
会
定

例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
は
、
こ
の
１
年
間
で
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
一
般
会
計
を
中
心
に
そ
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

市債の（借入金）推移

56

億円

54

52

48

50

46

44

0
H１５

46.3 億円

47.5 億円

49.5 億円

48.9 億円

54.4 億円
53.2 億円

51.3 億円
51.7 億円

50.8 億円 50.４億円 50.0 億円

50.0 億円

49.6 億円

50.9 億円

55.8 億円

H１６ H１7 H１8 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

50.7 億円

50.6 億円

H28 H29 H30 R1 年度
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議
会
費
…
議
会
の
活
動
に
要
す
る
経
費
で
、
議
員
の
報
酬

　
　
　
　
や
委
員
会
の
運
営
費

　総
務
費
…
全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
調
整
事
務
、
財
政
・

　
　
　
　
財
産
管
理
に
要
す
る
経
費

　民
生
費
…
社
会
福
祉
、
障
が
い
者
、
高
齢
者
、
児
童
福
祉
、
生

　
　
　
　
活
保
護
、
災
害
救
助
関
係
に
要
す
る
経
費

　衛
生
費
…
市
民
の
み
な
さ
ん
が
健
康
で
衛
生
的
な
生
活
環

　
　
　
　
境
を
保
持
す
る
た
め
の
経
費

　農
林
水
産
業
費
…
農
作
物
の
生
産
、
園
芸
振
興
、
農
地
、

　
　
　
　
林
業
、
水
産
業
に
要
す
る
経
費

　商
工
費
…
商
工
業
の
振
興
、
そ
の
他
観
光
事
業
に
要
す
る

　
　
　
　
経
費

　土
木
費
…
道
路
橋
梁
、
河
川
砂
防
、
土
木
関
連
に
要
す
る

　
　
　
　
経
費

　消
防
費
…
消
防
事
務
、
風
水
害
・
地
震
な
ど
の
災
害
防
除
、

　
　
　
　
災
害
が
生
じ
た
場
合
の
被
害
軽
減
活
動
の
経
費

　教
育
費
…
教
育
委
員
会
、
小
・
中
学
校
、
社
会
教
育
な
ど

　
　
　
　
す
べ
て
の
教
育
関
係
経
費

　災
害
復
旧
費
…
災
害
に
よ
っ
て
生
じ
た
被
害
の
復
旧
に
要

　
　
　
　
す
る
経
費

　公
債
費
…
市
債
の
元
金
・
利
子
・
一
時
借
入
金
の
利
子
な

　
　
　
　
ど
の
返
済
に
あ
て
ら
れ
る
経
費

　投
資
的
経
費
…
普
通
建
設
事
業
（
工
事
関
係
費
）
と
災
害

　
　
　
　
復
旧
事
業
に
要
す
る
経
費

　人
件
費
…
議
員
、
各
種
委
員
の
報
酬
、
職
員
の
給
与
費
、

地
方
公
務
員
共
済
組
合
負
担
金
な
ど
に
要
す
る

経
費

　扶
助
費
…
乳
幼
児
医
療
費
や
児
童
手
当
な
ど
、
福
祉
に
関

　
　
　
　
す
る
経
費

　補
助
費
…
各
種
団
体
へ
の
助
成
金
な
ど
に
要
す
る
経
費

　物
件
費
…
委
託
料
や
使
用
料
、
賃
金
、
需
用
費
な
ど
に
要

　
　
　
　
す
る
経
費

旺

王

欧

翁

横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横
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殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

▲人件費は職員数の見直しなどにより、合併時から

約１９.５億円削減しました。

▲投資的経費は道路などの整備に使われていますが、平成１５年度から

縮減しています。平成２９年度は郡上市北部斎苑や郡上市産業プラザ

などの建設事業によって、令和元年度は小中学校の空調設備の整備

や、ケーブルテレビの光化整備事業などにより増加しています。

用

語

説

明

図２ 歳出：市が使ったお金（一般会計）

２９１億２,７１６万１,７５６円

図３ 性質別歳出の内訳（一般会計）
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55
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48.3億円

47.4億円

45.9億円

45.0億円

45.2億円

43.2億円

42.1億円

41.9億円

41.4億円
40.5億円 40.4億円

39.6 億円

年
度

0
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100

150

億円
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153.6 億円

103.8 億円

87.8 億円

62.1 億円

56.7 億円

41.4 億円
56.8 億円

53.6 億円

49.5 億円

56.4 億円 54.2 億円

41.8 億円

80.3 億円

62.3 億円

72.0 億円
60.4 億円

68.7 億円

年
度

500
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億円
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320

0
年
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522.8
億円

527.7
億円

543.3
億円

540.5
億円

526.3
億円

505.4
億円

487.5
億円

471.7
億円

462.9
億円

436.8
億円

408.4
億円

386.8
億円

362.9
億円

336.2
億円

339.4
億円 332.3

億円325.4
億円

▲令和元年度決算では３２５.４億円となり、平成１７年度のピーク時と比

べると２１７.９億円減りました。今後も減らす努力を継続していきます。

39億8,33139億8,331万円万円

（13.7％）（13.7％）

28億7,46628億7,466万円万円

（9.9％）（9.9％）

29億6,84529億6,845万円万円（10.2％）（10.2％）

40億5,32440億5,324万円万円

（13.9％）（13.9％）

7億2,7097億2,709万円万円

（2.5％）（2.5％）

31億9,71631億9,716万円万円

（11.0％）（11.0％）

12億7,74412億7,744万円 万円 （4.4％）（4.4％）

行政の運営に行政の運営に
39億8,331万円

（13.7％）

議会活動に 1億6,550万円（0.5％）

〔議会費〕

災害復旧費災害復旧費災害復旧費 〔総務費〕

〔衛生費〕〔衛生費〕

〔教育費〕〔教育費〕

道路や橋、計画的な道路や橋、計画的な
まちづくりにまちづくりに

〔土木費〕〔土木費〕

消防活動に消防活動に

〔消防費〕〔消防費〕

健康増進と健康増進と
環境衛生に環境衛生に
健康増進と
環境衛生に
28億7,466万円

（9.9％）

〔衛生費〕

学校・社会教育学校・社会教育
保健体育・スポーツに保健体育・スポーツに
学校・社会教育

保健体育・スポーツに

29億6,845万円（10.2％）

〔教育費〕

まちづくりのためのまちづくりのための
借金返済に借金返済に

〔公債費〕〔公債費〕

農林業農林業
水産業水産業
土地改良に土地改良に

〔農林水産業費〕〔農林水産業費〕

まちづくりのための
借金返済に

40億5,324万円

（13.9％）

7億2,709万円

（2.5％）

〔公債費〕

農林業
水産業
土地改良に

22億4,58222億4,582万円万円

（7.7％）（7.7％）

22億4,582万円

（7.7％）

〔農林水産業費〕

道路や橋、計画的な
まちづくりに

31億9,716万円

（11.0％）

〔土木費〕

消防活動に
12億7,744万円 （4.4％）

〔消防費〕

商工観光業の振興に

16億6,313万円（5.7％）〔商工費〕

福祉・医療に福祉・医療に
58億8,85258億8,852万円万円

（20.8％）（20.8％）

〔民生費〕〔民生費〕

福祉・医療に

行政の運営に

59億7,136万円

（20.5％）

〔民生費〕
市民一人あたりに

71万2,469円が使われました。
（R2.4.1人口より）

291億2,716万円

歳出総額

人件費人件費

義務的経費義務的経費

71億9,82771億9,827万円万円

（24.7％）（24.7％）

39億6,21539億6,215万円万円

（13.6％）（13.6％）

40億5,32440億5,324万円万円

（13.9％）（13.9％）

39億1,73739億1,737万円万円

（13.5％）（13.5％）

44億7,78244億7,782万円万円

（15.4％）（15.4％）

111億   892111億   892万円万円

（38.1％）（38.1％）

71億9,827万円

（24.7％）

普通建設事業普通建設事業普通建設事業
64億5,01064億5,010万円万円
　　（22.1％）　　（22.1％）

64億5,010万円
　　（22.1％）

39億6,215万円

（13.6％）

公債費公債費公債費

40億5,324万円

（13.9％）

物件費物件費物件費
39億1,737万円

（13.5％）

扶助費扶助費扶助費

30億9,35330億9,353万円万円

（10.6％）（10.6％）

30億9,353万円

（10.6％）
補助費等

24億2,478万円

（8.3％）

44億7,782万円

（15.4％）

その他の経費その他の経費その他の経費

108億1,997108億1,997万円万円

（37.2％）（37.2％）

108億1,997万円

（37.2％）

義務的経費
111億   892万円

（38.1％）

その他その他その他

歳出総額
291億2,716万円

7億4,817万円（2.6％）

投資的経費投資的経費投資的経費

災害復旧事業

人件費

人件費の推移

投資的経費の推移

地方債残高の推移
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　国民健康保険に加入している人が、病気やけがで診療を受けたとき、

その医療費（本人負担分を除いた費用＝保険給付費）を負担しています。

26

25

0
H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

27

年
度

28

29

30

31

32

33

34
（億円）

２７.０

29.1
29.5

30.4 30.4 30.4 30.6

32.0 31.3

32.3 32.5 32.1 33.2

31.7

30.730.9

保険給付費の推移

歳入総額

47億9,727万円

歳出総額

46億4,652万円

保険給付費保険給付費

３０３０億6,2486,248 万円万円

（65.9%）（65.9%）

国・県からの国・県からの

交付金交付金

32 億  12332 億  123 万円万円

（66.7%）（66.7%）

国民健康国民健康

保険税保険税

9 億 3,3889 億 3,388 万円万円

（19.5%）（19.5%）

一般会計・基金一般会計・基金

からの繰入金からの繰入金

3億4,9834,983 万円万円

（7.3%）（7.3%）
国民健康保険国民健康保険

事業費納付金事業費納付金

1414 億   820   820 万円万円

（30.3%）（30.3%）

その他その他

3 億 1,233 1,233 万円万円

（6.5%）（6.5%）

保険給付費

３０億6,248 万円

（65.9%）

国・県からの

交付金

32 億  123 万円

（66.7%）

国民健康

保険税

9 億 3,388 万円

（19.5%）

一般会計・基金

からの繰入金

3億4,983 万円

（7.3%）
国民健康保険

事業費納付金

14 億   820 万円

（30.3%）

保健事業費

7,299 万円（1.6%）

諸支出金

7,118 万円

（1.5%）

基金積立金

73 万円（0.0%） 総務費

3,094 万円（0.7%）

その他

3 億 1,233 万円

（6.5%）

　保険給付費（医療費のうち本人負担を除いた費

用、高額医療費など）は、３０.６億円となりました。

被保険者数は減少していますが、一人あたりの医

療費は、３８万７０３円と前年に比べ１万８,８６０円の増

加となり、保険給付費は横ばいとなっています。

歳入歳出差引歳　　　　出歳　　　　入会　　計　　名

1億5,075万     99円46億4,652万1,178円47億9,727万1,277円国民健康保険特別会計

4,272万2,765円3億9,319万6,723円4億3,591万9,488円
国民健康保険特別会計
（直営診療施設勘定）

2億3,683万   136円21億6,449万4,090円24億   132万4,226円下水道事業特別会計

1億   532万6,897円42億3,874万2,312円43億4,406万9,209円介護保険特別会計

4,061万4,982円6億9,521万5,789円7億3,583万   771円介護サービス事業特別会計

392万8,793円547万1,357円940万   150円駐車場事業特別会計

721円44万9,260円44万9,981円宅地開発特別会計

2,361万9,283円2,011万5,244円4,373万4,527円青少年育英奨学資金貸付特別会計

0円130万   403円130万   403円鉄道経営対策事業基金特別会計

629万1,532円5億7,881万6,963円5億8,510万8,495円後期高齢者医療特別会計

0円3,550万   490円3,550万   490円小水力発電事業特別会計

33万9,814円2億3,654万8,680円2億3,688万8,494円工業団地事業特別会計

1,276万6,625円588万2,370円1,864万8,995円大和財産区特別会計

200万   867円754万5,880円954万6,747円白鳥財産区特別会計

778万5,079円69万3,546円847万8,625円牛道財産区特別会計

906万4,407円2,534万3,530円3,440万7,937円石徹白財産区特別会計

1,406万7,003円2,289万2,536円3,695万9,539円高鷲財産区特別会計

439万6,170円195万8,118円635万4,288円下川財産区特別会計

647万8,031円2,282万7,320円2,930万5,351円明宝財産区特別会計

568万4,241円993万7,220円1,562万1,461円和良財産区特別会計

6億7,266万7,445円131億1,345万3,009円137億8,612万   454円　　　　特別会計　合計

国民健康保険事業

令和元年度令和元年度令和元年度 特　別　会　計 歳入・歳出歳入・歳出歳入・歳出 決算決算決算
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　７５歳以上の人（一定の障がいがある人は６５歳以上）は、後期高齢者医

療制度に加入します。運営は岐阜県後期高齢者医療広域連合が行い、市

は保険料の徴収、各種申請などの業務を行っています。

後期高齢者医療事業

　介護や支援が必要になったときに介護サービスや介護予防サービスを提供し、

保険加入者とその家族を支援します。サービス費用のうち、本人負担を除いた費

用（保険給付費）は国保連合会を通じて事業者に支払われています。

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R 1

年
度

（億円）

0

4.4

4.6

4.8

5.0

5.2

5.4

5.6

5.8

6.0

4.6

4.9

5.２

5.4

5.6
5.7

5.85.8

5.２
5.3 5.35.3

歳入総額

5億8,511万円

歳出総額

5億7,882万円

広域連合負担金広域連合負担金

5億4,804,804万円万円

（9４.7%）（9４.7%）

後期高齢者後期高齢者

医療保険料医療保険料

３億 8,67３億 8,678万円万円

（66.1%）（66.1%）

一般会計からの一般会計からの

繰入金繰入金

１億6,66,669万円万円

（28.5%）（28.5%）

その他その他

3,1643,164 万円万円

（5.4%）（5.4%）

広域連合負担金

5億4,804万円

（9４.7%）

後期高齢者

医療保険料

３億 8,678万円

（66.1%）

一般会計からの

繰入金

１億6,669万円

（28.5%）

保健事業費

2,307 万円

（4.0%）

総務費   636 万円（1.1%）

諸支出金

135 万円（０.2%）
その他

3,164 万円

（5.4%）

歳出総額の推移

（億円）

24
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3６.４
37.7 37.8 37.1 38.0

38.9 39.2

31.6

保険給付費の推移

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R 1

年
度

一般会計・一般会計・

基金からの繰入金基金からの繰入金

6億 2,2272,227 万円万円

（14.3%14.3%）

介護保険料介護保険料

8 億3,0663,066 万円万円

（19.1%19.1%）

一般会計・

基金からの繰入金

6億 2,227 万円

（14.3%）

国・県からの県からの

交付金交付金

16 億9,8999,899 万円万円

（39.1%39.1%）

支払基金交付金支払基金交付金

10億8,7328,732 万円万円

（25.1%25.1%） 国・県からの

交付金

16 億9,899 万円

（39.1%）

介護保険料

8 億3,066 万円

（19.1%）

支払基金交付金

10億8,732 万円

（25.1%）

その他

1 億   483 万円

（2.4%）

保険給付費保険給付費

3939 億1,9351,935 万円万円

（92.5%92.5%）

保険給付費

39 億1,935 万円

（92.5%）

地域支援事業費

1億5,632 万円

（3.7%）

総務費

8,582 万円（2.0%）

その他

7,725 万円

（1.8%）

歳入総額

43億4,407 万円

歳出総額

42 億3,874万円

　下水集合処理施設及び市設置型合併処理浄化槽の適正な維持管理を行うととも

に、快適な暮らしと良好な環境づくりのため、施設整備に取り組んでいます。これらの

施設の整備のために借り入れたお金の残高（地方債残高）の推移は、下のグラフのとお

りです。

歳入総額

24億   132万円

歳出総額

21億6,449万円

建設費建設費

1億1,2571,257 万円万円

（ 5.2% 5.2%）

使用料・使用料・

負担金など負担金など

5 億9,3729,372 万円万円

（24.7%24.7%）

市債（借入金）市債（借入金）

3億6,5606,560 万円万円

（15.2%15.2%）

公債費公債費

（借入金返済）（借入金返済）

15億 1,8631,863 万円万円

（70.2%70.2%）

施設管理費施設管理費

4 億2,8642,864 万円万円

（19.8%19.8%）

建設費

1億1,257 万円

（ 5.2%）

国・県からの補助金

　5,580万円（2.3%）

一般会計・特別会計からの

繰入金

13億5,296 万円

（56.4%）

使用料・

負担金など

5 億9,372 万円

（24.7%）

市債（借入金）

3億6,560 万円

（15.2%）

公債費

（借入金返済）

15億 1,863 万円

（70.2%）

総務管理費

１億   295 万円（4.7%）

施設管理費

4 億2,864 万円

（19.8%）

その他

　　　3,324 万円（1.4%）
災害復旧費

　　　170 万円（0.1%）

（億円）
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地方債残高の推移

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R 1

年
度
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円

　歳出総額は、５.８億円、そのうち広域連合に支

出している保険料等の負担金が５.５億円と

９４.７％を占めています。

介護保険事業

　介護の認定を受けた人（認定者数）は増加傾向に

あるため、保険給付費もここ数年増加傾向となって

います。今後も認定者数は増加することが予想さ

れ、給付費も増加すると考えられます。

下水道事業

　市設置型合併処理浄化槽の整備を推進するとと

もに、地方債の償還を進めています。令和元年度末

残高は１５６.０億円となり、順調に減少しています。
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企　業　会　計公　営令和元年度令和元年度令和元年度 決 算

■水道事業損益計算書

■水道事業貸借対照表

負債及び資本資　　　産

金　　　額固定負債金　　　額固定資産

６６億７,３２８万９,４０２円企業債２億６,０９１万９,８８１円土　地

金　　額流動負債１億７,４８３万１,５４３円建　物

６億８,２２２万６,５１７円企業債１７０億４,７９７万５,３８２円構築物

８,６２１万   １５４円未払金１３億１,０７６万１,５３７円機械及び装置

７０３万６,０００円引当金
３１５万１,１８０円車両及び運搬具

１０万２,０００円その他流動負債

金　　　額繰延収益
３４７万４,１００円工具器具及び備品

７６億   １０５万６,０６５円繰延収益

金　　　額資本金０円建設仮勘定

４８億７,２６２万９,２７９円資本金３０８万  ３００円無形固定資産

金　　　額剰余金金　　　額流動資産

１億４,５６２万９,６６０円減債積立金１１億９,０７７万１,１９１円現金預金

５００万円利益積立金１億５,５５２万９,９２４円未収金

８,０４７万７,８０６円未処分利益剰余金
２２万１,８４５円貯蔵品

２９４万円その他流動資産

２０１億５,３６５万６,８８３円負債・資本合計２０１億５,３６５万６,８８３円資産合計

金　　　額収　　益金　　　額費　　用

５億４,４７８万  ６８０円給水収益

営業収益

１億２,８６７万１,１２５円原水及び浄水費

営業費用

０円受託工事収益１億２,５４４万６,０９８円配水及び給水費

１,９３８万７,７８２円その他営業収益０円受託工事費

２１４万１,７２２円受取利息

営業外収益

７,７７５万３,３５３円総係費

３億２,６１５万６,０００円他会計補助金６億９,７７６万８,８９０円減価償却費

２,１０６万円加入分担金６万６,５００円資産減耗費

３億    ３４万７,０３８円長期前受金戻入０円その他営業費用

１７８万４,８９７円雑収益１億１,５０６万２,６１７円支払利息
営業外費用

０円その他特別利益特別利益
６８３万７,６９８円雑支出

０円その他特別損失特別損失

１２億１,５６５万８,１１９円収益合計１１億５,１６０万６,２８１円費用合計

当年度純利益（収益－費用）　６,４０５万１,８３８円

　郡上市の水道施設を運営する会計です。平成３０年度、簡易水道事業を統合し、給水区域

の４０か所を運営しており、一般会計繰入金を受け入れながら、安定した経営が続いていま

す。なお、平成３０年度末の地方債残高の増加は、簡易水道事業の統合によるものです。

年度別純利益の推移 (純利益＝収益－費用） 【単位：千円】
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年
度

簡易水道事業の

統合による増額

H２３H２２H２１H２０H１９H１８H１７H１６年  度

33,24826,33728,07327,41024,04829,48921,58615,268純利益

R1H３０H２９H２８H２７H２６H２５H２４年  度

64,05233,76373,40375,83070,66257,66974,70225,888純利益

地方債残高の推移

水道事業会計
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負債及び資本資　　　　産

金　　　額固定負債金　　　額固定資産

４５億  ８２７万８,０４７円企業債１１億６,５３０万９,０１２円土　地

８９万８,５６０円リース債務４４億９,５４８万８,２０３円建　物

金　　　額流動負債４,６２９万７,８９７円構築物

１億５,３００万２,３３０円一時借入金５億３,９７２万   ９３８円器械及び装置

４億３,１４２万８,２０９円企業債７５６万６,５３８円車両及び運搬具

２０万７,３６０円リース債務５０５万１,１６２円リース資産

３億６,８５７万   ３２８円未払金
４６万５,５８７円その他有形固定資産

１億６,５２０万５,３９９円引当金

１１６万５,２１８円その他流動負債２３８万５,６２２円無形固定資産

金　　　額繰延収益８９万２,０００円投　資

２億２,１９０万４,９５１円繰延収益金　　　額流動資産

金　　　額資本金５,０３１万２,６６８円現金預金

３３億４,１８８万６,７１７円資本金５億７,８１９万８,０３０円未収金

金　　　額剰余金３,５４９万４,６０２円貯蔵品

２,２８９万２,６７９円資本剰余金４２万５,６７５円前払金

△２２億８,７８３万１,８６４円未処分利益剰余金（欠損金）

６９億２,７６０万７,９３４円負債・資本合計６９億２,７６０万７,９３４円資産合計

■病院事業損益計算書

■病院事業貸借対照表

金　　　額収　　益金　　　額費　　用

１９億６,８０７万４,５２９円入院収益

医業収益

２５億９,４９５万９,０１８円給与費

医業費用

１２億７,０１９万８,４３７円外来収益５億６,８８０万４,６３３円材料費

３億１,５８２万１,０６９円その他医業収益５億６,１６９万６,６４３円経　費

２,０２０円受取利息

医業外収益

３億  ９２３万２,８１０円減価償却費

１億１,３１８万３,０００円他会計補助金２９８万８,３７５円資産減耗費

２億２,４６４万３,０００円他会計負担金８３５万   １９１円研究研修費

４,１１１万３,６５３円国県補助金１億  ３１０万７,９７１円支払利息

医業外費用

３,６８４万２,６４７円長期前受金戻入１９４万５,２９４円医師住宅維持管理諸費

１,７０９万５,５２８円その他医業外収益４２万９,８９３円看護師宿舎維持管理諸費

５,４７６万   ４９６円訪問看護報酬訪問看護ステー
ション事業収益

３万５,２８３円託児所維持管理諸費

４万２,５１６円その他医業外費用

５３８万２,８７０円過年度損益修正益
特別利益

１億  ６６６万８,８４８円雑支出

０円その他特別利益６,６６０万６,５９８円給与費訪問看護ステー
ション事業費用 １１９万７,４１４円経　費

１,２７６万２,７２５円過年度損益修正損
特別損失

０円その他特別損失

４０億４,７１１万７,２４９円収益合計４３億３,８８２万８,２１２円費用合計

当年度純利益（収益一費用）  △２億９,１７１万  ９６３円

　郡上市民病院と国保白鳥病院を運営する会計です。平成２１年度から改革プランを実施

し、一時は経営の改善がなされましたが、平成２６年度以降厳しい決算状況となっています。

今後も、平成２８年度に策定した第二次改革プランに沿って経営改善に努めます。

年度別純利益の推移 (純利益＝収益－費用） 【単位：千円】
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年
度

H２３H２２H２１H２０H１９H１８H１７H１６年  度

132,39550,358△163,056△321,465△613,262△334,499△363,660△237,269純利益

R１H３０H２９H２８H２７H２６H２５H２４年  度

△291,711△199,589△228,669△237,975△116,577△190,00763,346201,475純利益

病院事業会計

地方債残高の推移
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気清流長良川等保全のために   ………………………………… ６６万円

（清流条例推進事業）

気電線類無電柱化等整備のために  ……………………  ４億７,８２１万円

（都市再生整備計画事業（繰越事業含む））

気ごみ減量化の対策とごみ収集車の整備のために  ………… ６６０万円

（ごみ減量化対策事業・ごみ収集車整備事業）

気農業水利を活用した小水力発電施設整備のために  …… ４,５６４万円

（県営地域用水環境整備事業・小水力発電研究事業）

気郡上クリーンセンター・環境衛生センターの改修のために

　　　　　　   …………………………………………… ２億１,４４３万円

（郡上クリーンセンター大規模修繕事業・環境衛生センター大規模修繕事業）

気災害による倒木等の処理のために  ………………………… ４６４万円

（風倒木等林内処理事業）

気消防施設や消防車両の整備のため  ………………… ２億３,６９５万円

（消防施設整備事業・消防車輌整備事業）

気災害予防及び災害応急対策のために …………………… １,６６０万円

（災害対策事業費）

気避難所に配置する資機材や河川水位計の整備のために

　　　　　　  ………………………………………………… ６,７１８万円

（災害対策施設・設備整備事業）

気倒木による停電等を防止し、ライフラインの確保を図るために　

　　　　　　  ………………………………………………… ３,９６８万円

（ライフライン保全対策事業）

気自主バスの運行や整備、地方交通対策のために   … １億８,２７８万円

（地方交通対策経費・地方交通線車両整備事業）

気携帯電話不感地区解消のために  ………………………… １,８３７万円

（携帯電話等エリア整備事業）

気ケーブルテレビ伝送路の光化整備のために ……… ８億６,２４７万円

（ケーブルテレビ伝送路等更新事業（繰越事業含む））

気ケーブルテレビのスタジオ機器等の整備のために …… ５,７７３万円

（ケーブルテレビ整備事業）

気道路新設改良・橋りょうの安全対策のために   …… ９億８,３２２万円

（道路新設改良費・橋りょう維持費）

気出会いの機会創出のために …………………………………  ４５５万円

（ふれあい交流事業）

気乳幼児の医療費助成のために  ……………………………  ４,７２９万円

（乳幼児医療費助成事業（県））

気小中学生の医療費助成のために  …………………………  ７,２８２万円

（小中学生医療費助成事業（市））

気高校生等の医療費助成のために  …………………………  １,００７万円

（高校生等医療費助成事業（市））

気第３子以降の子育て支援のために  ………………………  ３,４２０万円

（がんばれ子育て応援事業）

気放課後児童クラブの運営のために  ………………………  ３,４８１万円

（放課後児童健全育成事業）

気予防接種のために  …………………………………………  ９,０７２万円

（予防接種事業）

気がん検診のために  …………………………………………  ６,７８７万円

（がん検診）

気市民グループの健康づくり活動のために  …………………  ２４万円

（健康づくりプロジェクト事業）

気在宅高齢者等の介護者の慰労のために  ………………… １,６８９万円

（在宅高齢者等介護慰労事業）

気新規就農者の就業支援のために …………………………… ２１０万円

（新規就農サポート事業）

気農林水産物のブランド力強化と販路拡大のために ……… １００万円

（農林水産物ブランド化向上事業）

気世界農業遺産「清流長良川の鮎」の普及・取り組み推進のために

　　　　　　 …………………………………………………… ２５９万円

（世界農業遺産推進事業）

気質の高い地場農産物の栽培・出荷拡大支援のために …… ２６０万円

（地場農産物拡販奨励事業）

気農業産地構造改革に必要な機械・施設等の導入支援のために

　　　　　　 …………………………………………………… ７５３万円

（元気な農業産地構造改革支援事業）

気農業後継者確保の支援のために …………………………… ６１７万円

（後継者等就農給付金事業）

気里山の遊歩道改修のために ………………………………… ４８６万円

（里山林整備事業）

気森林の管理・調査等のために ……………………………… ９３８万円

（森林経営管理事業）

気森林技術者の育成と就業支援のために …………………… ２３３万円

（林業技術者育成・確保事業）

気山づくりフォーラム開催等森林・林業の普及啓発のために  … ９１万円

（森林・林業普及啓発事業）

気高精度森林資源情報の整備のために ……………………… ４６３万円

（郡上地域林業成長産業化モデル事業）

気郡上市産材を利用した住宅建設のために  ……………… ２,４８５万円

（郡上市産材住宅建設等支援事業）

気産業支援センターの活動のために ………………………… ９５８万円

（産業支援センター活動経費）

気産業連関表の作成のために ………………………………… ７４２万円

（産業連関表作成事業）

気商工会の活動のために  …………………………………… ４,５０２万円

（商工会活動事業）

気郡上カンパニープロジェクトの推進のために  ………… ６,５５０万円

（郡上カンパニープロジェクト推進事業）

気「観光立市郡上」の推進のために  ……………………… ４,５６４万円

（「観光立市郡上」推進事業）

気郡上おどり・白鳥おどりの推進のために  ……………… ２,４２７万円

（「日本一のおどりのまち郡上」推進事業）

気観光施設の整備改修等のために   …………………… ４億６,７１５万円

（観光施設整備事業）

気宿泊滞在型観光の促進のために  ………………………… ２,５３６万円

（宿泊施設改修支援事業）

気企業誘致による雇用の場の創出のために   ………… ４億５,３３３万円

（企業誘致促進事業・企業誘致関連整備事業（繰越事業含む））

気雇用対策の推進のために  ………………………………… １,７９５万円

（雇用対策推進事業）

環境・防災・社会基盤
（美しい水と緑を守り、暮らしの基盤が整う共生のまち）
　道路や生活環境の整備、新エネルギーの導入奨励、暮らしの安全を守るた
めの消防・防災事業、公共交通の維持など、安心で暮らしやすい地域をめざ
した事業を実施しました。

主な事業主な事業令和元年度決算令和元年度決算令和元年度決算 主な事業

産業・雇用（地域資源を活かして産業を育てるまち）
　「観光立市郡上」の推進に向け、地域の特色を活かした産業振興を図り、起
業支援、人材確保につなげるための事業を実施しました。

健康・福祉（支えあい助け合う安心のまち）
　少子高齢化が進む中、結婚から出産、子育てへの切れ目のない支援や、医
療費の助成、高齢者、障がい者が安心して暮らせるまちづくりをめざした事
業を実施しました。
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気介護職員の研修受講費助成のために  ……………………… ２１万円

（介護職員確保対策事業）

気高齢福祉施策と介護保険事業の推進のために  …………… １５３万円

（高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定事業）

気重度心身障がい者の医療費助成のために   ………… ２億７,１５６万円

（重度心身障害者医療費助成事業）

気障がい者の自立した生活を支えるために   ………… ８億１,７２２万円

（障害者自立支援給付事業・障害者地域生活支援事業・在宅障害者

　交通費助成事業・障害者日常生活支援事業）

気災害時避難行動要支援者の実態調査のために   ……………  ６０万円

（災害時避難行動要支援者支援事業）

気生活困窮者の自立した生活を支えるために  …………… １,７１８万円

（生活困窮者自立支援事業）

気小学校校舎等の整備のために   ……………………… ４億４,３３０万円

（小学校校舎等整備事業（繰越事業含む））

気中学校校舎等の整備のために   ……………………… １億５,０３１万円

（中学校校舎等整備事業（繰越事業含む））

気市内高校に通学する生徒の通学費助成のために   ……… １,２０７万円

（高校生通学費助成事業）

気中学校の部活動指導員の配置促進のために  ……………… １６４万円

（部活動指導員配置促進事業）

気小中学生の学力向上を図るために  ………………………  ９,７９６万円

（学力向上事業）

気小中学生の不登校対策のために  ………………………… ２,１４６万円

（心の教育推進事業）

気短歌等の推進による歌のまちづくりのために …………… ５３３万円

（歌のまちづくり事業）

気篠脇城跡・東氏館跡の調査検討のために ………………… ３６６万円

（篠脇城跡・東氏館跡活用事業）

気短歌の里交流館「よぶこどり」、郡上八幡まちなみ交流館等の

　文化施設整備のために  ……………………………… ３億２,６８６万円 

（文化施設整備事業（繰越事業含む））

気スポーツ合宿誘致活動等の推進のために  ……………… ２,８７４万円

（２０２０スポーツツーリズム推進事業）

気公民館活動の推進のために  ……………………………… ５,２０４万円

（公民館活動経費）

気郡上学講座等の推進のために  ……………………………… １３０万円

（郡上学講座開催事業・郡上学推進事業）

気小中学生の体験活動（校外学習）のために  …………… １,８０４万円

（夢づくり教育事業）

気市史の編纂や資料の保存活用のために  …………………… ２１４万円

（郡上市史編纂・資料保存活用事業）

気地域おこし協力隊による地域振興事業のために  ……… １,７５７万円

（地域おこし協力隊派遣事業）

気過疎地域の実情に応じたソフト事業のために  ………… ２,３２５万円

（過疎地域自立促進事業）

気住民自治や市民協働の推進のために  …………………… １,１８８万円

（住民自治推進事業）

気「郡上八幡　町屋敷越前屋」の活用のために  …………… ７７５万円

（（仮称）旧越前屋活用事業）

気男女共同参画の推進のために  ……………………………… １２２万円

（男女共同参画推進事業）

気人権啓発活動の推進のために  ……………………………… ２２４万円

（人権啓発活動事業）

気郡上の魅力を首都圏で発信するために（郡上藩江戸蔵屋敷）

　　　　　　  …………………………………………………… ８６５万円

（ずっと郡上・もっと郡上都市農村対流戦略的イノベーションプロ

　ジェクト事業）

気首都圏における郡上のネットワークづくりのために  …… １５２万円

（大都市ネットワーク構築事業）

気移住相談や空き家改修支援のために  …………………… １,１２０万円

（交流・移住推進事業）

気関係人口創出の推進のために  ……………………………… ２３２万円

（関係人口創出事業）

気公共施設等の老朽化対策のために  ………………………… ７４７万円

（公共施設マネジメント推進事業（繰越事業含む））

気郡上市総合計画の推進のために   …………………………… ４０万円

（総合計画策定事業）

気行政ネットワーク機器の更新のために  ………………… ２,６２４万円

（行政ネットワーク機器更新事業）

気ふるさと寄附の啓発活動のために  ……………………… ４,４６７万円

（ふるさと寄附啓発事業）

自治・まちづくり（市民と行政が協働でつくるまち）
　市民協働の推進による市民が主役となったまちづくり、都市交流、交流・
移住推進のための事業を実施しました。

教育・文化・人づくり
（香り高い地域文化と心豊かな人を育むまち）
　学校施設の整備や教育環境の充実、地域の伝統文化の保存、生涯学習の充実
を図り、地域を担う人材育成を図るための事業を実施しました。

行財政運営（健全な行財政運営を実行するまち）
　成果を重視し、効率的かつ効果的に行財政運営を行うための事業を実施し
ました。
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内
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す
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件数支出総額内　　　　容区　分

４８件１５１,１９５円祝賀会など各種行事のお祝いにかかる経費祝　意

２８件２１９,１８４円葬儀または法要における香典及び供物などにかかる経費弔　意

１３件４１,０６８円病気などの見舞にかかる経費見　舞

５件７３,７６４円全国規模以上の各種大会出場者の激励にかかる経費激　励

０件０円市政協力者等の退職・転任の送別にかかる経費餞　別

３６件２１１,２４７円会合や懇談会などへの参加にかかる経費会　費

３７件４２８,５９２円公賓等の対応にかかる経費公賓等対応

１件５,０００円市政協力者等への御礼にかかる経費御　礼

１件３３,０００円市として協賛する各種催事・行事にかかる経費協　賛

１６９件１,１６３,０５０円合　　　　　計

短歌の里交流館「よぶこどり短歌の里交流館「よぶこどり」」 郡上八幡まちなみ交流郡上八幡まちなみ交流館館


